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非血縁間さい帯血移植状況（2011年7月1日現在の速報値）

2010年7月
　～2011年6月
累計数　1063

2009年7月
　～2010年6月
累計数　973～～
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移植数（累計） 公開数7521 33001

※複数さい帯血移植数を換算しています。
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第60号

　６月26日に開催された日本さい帯血
バンクネットワークの通常総会で、中
国四国臍帯血バンクの土肥博雄代表か
ら、中四国バンクは今年度末をもって
解散することを決めた、との報告があ
りました。
　これは日本赤十字社から「さい帯血
バンクの設置について様々な要件を検
討した結果、現時点では全国４か所に
設置することとし、中四国ブロックに
は設置しない」旨の通知があったこと
により、同バンクは理事会を開催して
解散を決議したものです。これまで同
バンクが保存提供してきたさい帯血の
今後の取り扱いについては、どのよう
な形で継続されるかの詳細はこれから

検討されることになります。
　これまで全国11バンク体制で実施さ
れてきたわが国の公的さい帯血バンク
事業は、昨年の神奈川臍帯血バンクの
日赤東京さい帯血バンクへの統合に続
き、中四国バンクの解散によりさい帯
血バンクの集約化がさらに進むことに
なりました。今後の日本さい帯血バン

クネットワークの活動は全国９バンク
体制で運営されることになります。
　また今回の事態は、これまでは各地
の赤十字血液センターが運営してきた
日赤系さい帯血バンクが、日本赤十字
社の事業として実施されていくことが、
正式に決定されたものとして注目され
ます。

中四国臍帯血バンクが
解散へ

将来構想検討会が「中間報告」
　日本さい帯血バンクネットワークで
は将来構想検討会（神前昌敏委員長）
を設置して、これからのさい帯血バン
クのあり方を論議してきましたが、こ

のほど中間報告をまとめ、６月26日の
総会に報告されました。
　この中間報告では、これまでのさい
帯血バンク事業の総括と、医療サイド
の要望に応えるための今後のさい帯血
提供について、その基本的な考え方を
まとめるとともに、安定した事業運営
のために「将来構想としての考察」を
明らかにしています。それは、単にさ
い帯血バンクの範疇に留まらず、骨髄
バンクを含めた造血細胞提供システム
の将来像にも踏み込むものとなってい
ます。この「中間報告」は近くホーム
ページでも公開されることになってい
ます。



　日本さい帯血バンクネットワークは、
今年で12年目を迎え、非血縁者間の移
植症例数は7,400例を超えました。ま
た、今年に入ってからは昨年を大きく
上回る移植症例数となって今年中には
8,000例を超える勢いです。この大会
では、わが国におけるさい帯血バンク
事業の現状、さい帯移植の実績や治療
成績の発表などの年次報告を行うとと
もに、わが国のさい帯血バンク関係者
が広島に会して、さらなる躍進を誓い
合う機会です。
　また、３月11日に発生した東日本大
震災を受け、改めて課題となった危機

2011年　広島発　さい帯血バンク推進全国大会
会場が変更になりました

管理について「今だから見直そう、さ
い帯血バンクの危機管理」をテーマに
シンポジウムを開催し、参加者全員で
さい帯血事業の危機管理について考え
ることにしました。
　ぜひとも、多くの皆さんが広島にお
集まりいただき、実りある全国大会に
したいと思います。また、会場が従来
お知らせしていたところから変更にな
りました。

【シンポジウム趣旨】私たちが想定し
ていた規模を大きく超える東日本大震
災は、未曾有の被害をもたらしまし

日時：平成23年９月17日（土）
開場：午後１時30分
開始：午後２時
会場：広島大学医学部　広仁会館「大会議室」
　　　（広島市南区霞1丁目2番3号）電話082-257-5098
　　　広島駅より広電バスで大学病院行「大学病院（終点）」
　　　下車３分
主催：日本さい帯血バンクネットワーク
協力：中国四国臍帯血バンク
後援：（予定）厚生労働省、日本赤十字社、特定非営利活動法

人さい帯血国際患者支援の会、財団法人骨髄移植推進財
団、特定非営利活動法人全国骨髄バンク推進連絡協議会

【プログラム】
第１部　午後２時〜
◦主催者挨拶
◦来賓ご挨拶
◦事業年次報告

第２部　午後３時30分〜
◦シンポジウム
　「今だから見直そう、さい帯血バンクの危機管理」
	 東日本大震災と宮城さい帯血バンク
	 危機管理の考え方
	 さい帯血バンクの危機管理
	 パネルディスカッション

第３部　午後６時〜
◦懇親会（会費制）

た。こうした天変地異による自然災害
だけでなく、国際的なテロなどの事件
や、スタッフによる些細な人為的ミス
から発生する大事故、さらには新型感
染症の蔓延など、予知がきわめて難し
く、突然やってくる危機は、事業の存
続さえも脅かしかねません。
　こうした危機への対応策を事前に備
えることが求められていますが、残念
ながらさい帯血バンク事業ではその準
備がほとんど整っていない状況です。
「人は間違いを犯すものである」とい
う前提のもとに、誤作動や誤操作が
あった時でも安全に制御しようという
のがフェイルセーフの考え方です。
　危機を事前に予見し、その発生を予
防するために必要なのがリスクマネジ
メントです。一方、緊急事態発生後の
危機に対処する方法がクライシスマネ
ジメントです。まず、発生中の被害を
最小限に食い止め、次に拡大を防止し、
さらに応急対策を実施して、最後には
正常な状態に戻すことが求められます。
　また、危機的事態を迎えた時に不可
欠なのは情報の公開です。たとえ不祥
事の場合であっても、適切で迅速な情
報のディスクローズは欠かせません。
さい帯血バンク事業は国民の善意を基
本にした公的事業という背景があるか
らこそ、迅速な情報公開システムの構
築も欠かせません。
　災害や事件、事故に限らず、事業に
危機的状況をもたらす可能性のある人
為的なアクシデントなどがあった場合
は、速やかな報告を行い、被害を最小
限に食い止め、再発を防止する措置を
とらなければなりません。現在、そう
した場合の報告義務は制度化されてい
ませんが、様々な基準から逸脱した行
為があった時、スタッフの過誤や錯誤
から生じた事故などに、即座に対処で
きるシステムの構築が急がれます。



年度でもさい帯血年間移植数は1000例超
月間では骨髄バンクをしのぐ月も

　昨年、さい帯血移植の症例数が年間
1000例を超え、過去最高数を記録した
ことは本誌第57号でお伝えしたとおり
ですが、年度でも1072例の移植が行わ
れて過去最高の移植症例数となりまし
た。1997年２月にさい帯血バンクが提
供したさい帯血によりわが国で最初の
さい帯血移植が行われましたが、それ
以後順調に移植症例数を伸ばしてきま
したが、図①のように年間の移植症例
数を骨髄移植と比べると、年間200例

〜400例の移植数の差がありました。
　しかし、昨年度は骨髄バンクの移植
症例数1192例に対し、さい帯血移植の
1072例を月別に比べてみると（図②）、
これまで一度もさい帯血移植症例数は
骨髄移植を上回ったことはありません
でしたが、５月、11月、2011年３月と
３回もさい帯血が骨髄を上回っていた
ことが分かります。
　また、先の東日本大震災の時、さま
ざまな理由により骨髄移植予定の患者

■善意のお気持ちに感謝します■
愛知県　下野 修様� 300,000円
千葉県　匿名希望� 150,000円
大阪府　福田 博行様� 20,000円
埼玉県　大寺 信行様� 6,000円

〈寄付受け付け専用口座〉
◦郵便局からの振り込み 
００１８０－９－５７３９０
◦他の金融機関からの振り込み
金融機関名：ゆうちょ銀行
金融機関コード：９９００
支店番号：０１９（銀行のATMから当ネッ

トワークへ寄付金を送金す
る場合は支店名は『ゼロイチ
キュウ』と入力してください。）

預金種目：当座
口座番号：００５７３９０
口座名義：日本さい帯血バンクネット

ワーク

さんがさい帯血移植に変更となった例
が２例ありました。一昨年の新型イン
フルエンザが流行した時に骨髄からさ
い帯血へと変更になったこと合わせ、
さい帯血バンクと骨髄バンクが治療の
両輪として機能していることを感じさ
せられます。
　さい帯血バンクでは、移植成績向上
のため、より品質と安全性の高いさい
帯血を提供していくこと。より多くの
細胞を保存できるよう努力を重ねてま
いります。
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川崎医大の血液内科
　川崎医大の血液内科は、先天性溶血
性貧血の専門的な検査ができる国内で
は数少ない病院として有名で、全国か
ら診断の相談が寄せられています。と
はいえ、溶血性貧血の入院患者さんは
わずかで、血液悪性疾患が年々増えて
いるそうです。ここで造血細胞移植が
始まったのは1994年の自家末梢血幹細
胞移植からで、血縁者間の同種末梢血
幹細胞移植は2002年からですから、比
較的若い移植病院と言うことができる
でしょう。

全国３位の症例数に
　2005年からは血縁者間の骨髄移植も
行い、少しずつ症例を積み重ねて2005
年からはさい帯血バンクの登録病院に
なりましたが、何と2009年には一挙に
20例のさい帯血移植を実施して、さい
帯血移植数では全国で第３位を記録し
ました。ちなみにこの年の１位は虎の
門病院、２位は北九州市立医療セン
ターでした。川崎医大も北九州医療セ
ンターも骨髄バンクの認定病院には
なっていないので、これらの施設はさ
い帯血移植が特徴的な病院ということ
ができそうです。

移植でも
さい帯血移植に特化
　血液内科の和田秀穂教授は「岡山県
には造血細胞移植ができる病院がた

⑭川崎医科大学病院

若い移植病院で高齢者に

訪問訪問

くさんあります。
もともと岡山大
学病院は血液内
科が盛んでした
し、倉敷中央病
院では骨髄バン
クの非血縁者間
骨髄移植を積極
的に行っていま
す。そんな環境
の中からさい帯
血移植といううちの特徴ができてきた
んでしょうね」とその背景を語ってい
ます。現在は骨髄バンクの認定病院と
しても申請中で、さい帯血移植で積ん
だ実力をあらゆる移植ニーズに応えら
れるようにしていく、と積極的な姿勢
をみせています。

高齢者移植でも
好成績

　川崎医大には12室の無菌室があって
さい帯血移植に臨んでいますが、最近
はコンスタントに毎年20数例の同種移
植を行うようになりました。移植担当
の松橋佳子医師は「うちは高齢者の移
植が多いんです。これまでに67例のさ
い帯血移植を行っていますが、患者さ
んの年齢は中央値で59歳です」と川崎
医大のさい帯血移植の特徴を語ってく
れました。確かに、67例の移植患者で
年齢は20代は２人、30代は３人ですが、
50代は24人、60代は25人もいます。ま
た「非寛解での移植も多く、ハイリス

クとスタンダードリスクでは３：１で
ハイリスクが多いんです」とのことで
すが、移植成績もなかなかのものです。

さい帯血移植と
GVHDの低さ

　スタンダードリスクでの移植成績
（生存率）は70％になりますが、ハイ
リスクだと30％に落ちるそうです。で
も、そうした患者さんたちはこれまで
すべて亡くなっていたことを考える
と、さい帯血はこれまで移植ができな
かった患者さんたちにも生きる機会を
与えることができたのではないでしょ
うか。田坂大象准教授は「さい帯血移
植はGVHDが少ないというのも移植患
者さんの生活の質を考えると重要です
ね。ひどいGVHDで苦しんでいる方を
見るとそう思います。これからは低い
GVHDで高いGVL効果が出せるように
していきたいですね」と今後の抱負を
語っています。

　瀬戸内海に面する岡山県倉敷市は倉敷川沿の白壁の町並みが「美観地区」として有名な観光地ですが、そののどかな郊外に
あるのが川崎医科大学付属病院です。よく、神奈川県の川崎市と誤解されることも多いようですが「川崎」は創立者の名がそ
の由来で、神奈川とは全く関係がありません。


